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Development of tactile methods for the learning of some 















団、(5)行動科学的な接近、(6)構成主義的な内面への接近。2019 年 4 月に上記の方法で授業を試行した。通常の授業
に比較して「人と社会に関する基本的な概念をこれまでよりも身近に感じ、楽しく学べた」との学習者からの反応
を得た。 
Abstract: In today's education, visual information is dominant. Learners are less likely to use senses other than vision. Writing 
of letters by hand is disappearing, and learners are expected to react using the touch panel. However, human beings initially 
possess advanced tactile thinking ability (the ability to think and feel through the touch). In this study, I tried to develop a method 
to extract learner's tactile thinking ability. The targeted learning items are "concepts related to people and society" that are 
required for students majoring in health care as basic and liberal knowledge. 
At the time of development, reflection from the sense of touch was the starting point. It is clear from my previous action research 
that the sense of touch triggers multiple reflections. However, these reflections tend to focus and reveal the inner surface of 
oneself. To learn new knowledge, it is essential to have an "approach to take a step outside of oneself" to acquire an inexperienced 
concept. As a result of searching for an appropriate object (tactile material) that makes this approach a reality, I came to a bubble 
wrap. I examined explanations for learners to approach new concepts guided by touching of bubble wrap and finally developed 
narratives to make the following topics conscious and learnable: (1) human motivation/needs, (2) life and human rights, (3) dose-
response ideas, (4) individuals and groups, (5) behavioral perspectives, and (6) constructivist perspectives. 
Moriyama                              Working Paper Plus                        Narratives & Descriptions 
感性と対話 Senses and Narratives 2(1) 2019 
8 
 
[感性と対話 Senses and Narratives 2(1) 7-23, 2019] 
キーワード：触覚、リフレクション、気泡緩衝材、人と社会の概念、アクティブラーニング。 
Key words: tactile sense, reflection, bubble wrap, concepts of humanity, active learning. 
 
＊日本赤十字九州国際看護大学 masakimoriyama[@]gmail.com 





21 世紀の現在、ICT(Information and Communication Technology; 情報通信技術）は生活の
隅々に浸透している。人々は 1 日の多くの時間をスマートフォンやタブレットを操作して過
ごすようになった。教育においても ICT の活用が話題に上ることが多い。学習者が能動的に
学ぶアクティブラーニングが推奨され、その多くは ICT を介している（文部科学省, 2017）。
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ある一方で、ICT と親和性が高い AI（Artificial Intelligence 人工知能）が私たちの生活に深く
入り込んで来ている。「通常の労働や思考は AI が肩代わりしてくれる」との主張も珍しくな
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診に関わって以来、触覚に関心を持って来た(守山 et al. 1985)。その後、長崎（1990～96 年）
と福岡（1997～2015 年）で「医学生が障害者の立場を体験的に学ぶ方法」として視覚障害体
験を採用し、アイマスク下で様々な物体を触知することが多様なリフレクションにつながる
ことを経験している（Moriyama et al. 1998; 守山 et al. 2003; 守山 et al. 2007; 守山, 2012)。さ
らに 2015～16 年には福岡市の NPO ウェルビーイングで毎月２回、数名の参加者が閉眼して
様々な物体に触れ、感じ考えたことを語り合う Wify カフェを試みてきた（NPO ウェルビー
イング 2013）。これらの経験から、筆者は触覚からのリフレクション（内省）につき以下の
方向性を見出している；・現在の内省、・過去の内省、・感情の内省、・時間的・空間的な構造
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この疑問に答えを出すべく、筆者は 2018 年 10 月以来、自身を被験者として様々な物体に
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在を、大切さや恐れを感じる感覚のことを『生命の畏敬』(ドイツ語 Ehrfurcht vor dem Leben, 
























「ダグラス・ラミスはかって著書（if the world were a village of 100 people）の中で、世界を
人口 100 人の小さな村と想像したときに、世界がどのように見えるか、感じられるかを問題
提起した (ラミス & 池田, 2001)」 
「ラミスと同じように考えると、あなたの手のひら上には 50 人の村があることになる。
両手のひらにシートを載せたら 100 人の村が体感できる。・・・」 
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【触知した物体】 2019 年 4 月に気泡緩衝材を用いて授業を行った。採用したのは川上産
業プチプチ、エアークッション d40 である。材質はポリエチレン、一個のプチの大きさは直
径 10 ㎜、粒高 3.5 ㎜である。同サイズの製品の中で「軽～中梱包用 d37」と「中～重梱包用
d38」は比較的潰しやすい。潰す行為や感覚を大切にするのであれば、潰しやすい d37 が適切
だ。しかし授業で用いる場合、学習者が「潰す行為」を自発的に始めてしまうと、授業が円
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４）A 看護大学 2 年生における授業例 
科目名は保健医療福祉行政論である。36 名が受講した。学習者は通常の授業と同様に全員
が、コミュニケーション・カードに授業への何らかの感想・質問・要望を記入していた。授
業直後に同カードをチェックしたところ、36 名中 17 名がプチプチに言及していた。この 17
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５）B 大学医学部医学科 3 年生における授業例 
科目名は公衆衛生学（特別講義）である。受講者 96 名に加え、当該大学で通常の授業
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気泡緩衝材（Bubble Wrap, プチプチ）は二人の技術者（Alfred Fielding, Marc Chavannes）によ
って 1957 年に発明された。二人はプラスチック製の立体的な壁紙の開発を試み、その際に誤
って気泡が出現し、この偶然から気泡緩衝材が生まれた（Green & Nyberg, 1998)。緩衝材や包
装材としての用途が中心のプチプチではあるが、その独特の触感や潰したときに特徴的な音
がし、また解放感が得られることから、娯楽的／気分転換的な用い方も広まっている（Green 
& Nyberg, 1998; The New York Times, 2010)。わが国では株式会社バンダイが、プチプチを潰す
感触を無限に楽しめる玩具として「∞（むげん）プチプチ」を商品化している（バンダイ, 
2007）。また Dillon（1992）は 30 名の学生がプチプチ潰しを行った効果として、ストレス軽
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ナラティブな教科書も試作している（守山 & 福島, 2001)。今回は、プチプチという興味深い
物体に出会えたことが、それまでの筆者のナラティブな授業の探求と結びつき、「手で触れて
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